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　多久市議会では、市民のみなさんへ議会の活動状況
などについてお知らせする議会報告会を毎年開催し
ております。この報告会は、多久市議会基本条例に
基づき、市民への説明責任をはたすとともに、市
民の意見を議会に反映させるために行うものです。
　今回はコロナ禍の影響もあり 4年ぶりの対面開
催となり、令和 5年11月14・15日の 2日間で北多
久公民館、南多久公民館、西多久公民館、多久公民
館、東多久公民館、納所交流センターの 6か所で、
合計82人の市民のみなさまに参加いただきました。
　報告内容は各委員会の視察報告、決算の報告、出前授
業（東原庠舎西渓校、東部校）を行い、その後、意見交換
を行いました。

1. ふれあいバス
　　 について
　停留所以外でも自由に乗降
したい。多久市立病院移転に
対しルートの見直しをしてほ
しい。

2. グリーンパーク
　　 について
　もっと施設のPRをして利
用者増に努めてほしい。日陰
対策をしてほしい。芝生の管
理など。

11. 公共施設の使用料
　　 について
　地域の活性化なども担う
団体へも料金負担が言われて
いるが市民の目線に立った判
断をしてほしい。

13. 発達障害のある
　　  子どもについて
　学校における対応、施設
の増設などサポート体制の強
化をしてほしい。

12. 西多久多目的運動
　　  広場について
　更衣室（シャワー室も含む）
の整備をしてほしい。

9. 市管理駐車場
　　 について
　有料、無料の区割りを利用
実績を見て、変更してほしい。

14. 学校部活動
　　  について
　部活の地域移行にともな
う保護者の経済負担や指導者
問題などを協議してほしい。

15. 議会報告会
　　  について
　パワーポイントだけでの
説明内容が解りづらかったし、
内容に対して説明ができな
い。次回は資料を配布して
ほしい。

10. 避難所について
　避難所になっている施設が
古く、冷暖房の設備もなく避難
場所に適してない。避難場所の見
直しをしてほしい。避難の時に高
齢者が毛布や食料を持っていけ
ない状況である。利用者状況
を確認し、食料や毛布を
用意してほしい。

7. 議会について
　市政に対して議員が提案
や一般質問を積極的にやって
ほしい。

8. 市立病院の跡地
　　 問題について
　数年前から現在の市立病院の
跡地問題について地域の実情に
あった跡地活用をすると回答が
あったが現在も方針が出てい
ない。方針を示してほ

しい。

議会
報告会

市民のみなさまより
色々な質問や要望が
ありました

3. 視察について
　視察先で学んだことを実
行に移してほしい。

4. 学校不登校問題
　　 について
　実態調査や対策の取り組み
をしてほしい。

5. 農林関係の補助
　　 について
　物価高騰に悩む生産者のこ
とを考えて力をいれてほしい。

6. 定住移住について
　多久市が定住や移住先に選
んでもらえないのはなぜか。子
どもたちや若者が遊べるような施
設誘致、笑い声が聞こえる活気あ
る町にしてほしい。学校以外の
勉強環境が少ないため、塾な
どを誘致し、環境整備を
してほしい。
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西多
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　他にも色々な意見、要望があ
りましたが各会場で多かった意
見を抜粋しました。市民の方々
の貴重なご意見に対し議会でも
行政と協力し対応して行きたい
と思っております。来年の議会
報告会には沢山の参加をお待ち
しております。
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　令和 ５年１２月定例会は、１２月 ４ 日から１９日まで（会期１6日間）開かれました。
　今回は ８人の議員が市政一般に対する質問を行いました。
　また、市長から提出されました２３件（条例１2件、予算 ９件、その他 ２件）の議案について審議し、
いずれも原案どおり可決しました。
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議案質疑議案質疑

田渕　　厚

■戸籍住民登録に要する経費
Ｑ  �この経費の詳細について。
Ａ  �戸籍氏名の振り仮名追加や、マ

イナンバーカードの氏名のローマ字表記などに
係るシステム改修などの費用としての委託料で
す。

Ｑ  システム改修にどれぐらいの時間を要するのか。
Ａ  �令和 ６ 年度までシステム改修はかかる見込みで、

システム運用につきましては、令和 ６ 年度中の
開始を予定しています。

Ｑ  システムの改修内容は。
Ａ  �戸籍システムは、戸籍氏名の振り仮名の追加、

戸籍附票および住民基本台帳システムは、証明
書などへの振り仮名表記、また、令和 ８ 年度予
定の新マイナンバーカードへの氏名の振り仮名
およびローマ字表記などに係る改修です。

Ｑ  市民への周知は。
Ａ  �市民への関係が深い戸籍の振り仮名通知は、令

和 ７ 年度初めを想定していますが、国から周知
方法を含めた事務対応についての発表があり次
第、市報、ホームページをはじめとした媒体は
もちろんのこと、各方面に対して周知を行います。

渡島　幸司

■�野球場スコアボードシステム
改修委託料について

Ｑ  �現在の状況と委託内容について。
Ａ  �多久市野球場の電光掲示式スコアボードが、夏

頃から全く点灯しない状態となっており、今回
の改修において不具合の原因を詳細に調査した
上で、各種機器を新たに更新するものです。

Ｑ  �このタイミングで予算計上された理由と財源に
ついて。

Ａ  �令和 ６ 年度当初予算に計上を予定していました
が、野球のオフシーズンで、利用が少ない期間

であります来年 ３ 月にかけて業務を行うことで、
新年度の野球場利用に支障がないよう、今回の
補正予算に計上したものです。財源については、
ふるさと応援寄附を活用することとしています。

Ｑ  �野球場は全体的に老朽化が進んでいますが、今
後の改修予定は。

Ａ  �利用団体からも改修や改善の要望をいただいて
います。今後につきましても、利用者の安全確
保を最優先に改修に努めたいと考えています。
改修の時期や内容などについては、関係団体と
も協議の上、検討を行っていきたい。

提出された議案について、議案の提出者（市長か議員）
に対して、議案の内容や提案の理由などについて疑問点
や不明な点を尋ねること
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一般質問一覧表一般質問一覧表

田渕　　厚 議員
『多久市の農業課題について』

市丸　勝義 議員
『多久市の情報発信について』
『地域活動団体への支援について』

小川　三郎 議員
『有害鳥獣の現状について』
『�老朽化している街路灯と標識
  について』

坂口　絹代 議員
『定住施策について』
『多久市窓口DXについて』
『�住民有償ボランティアによる
  移動支援サービスについて』

中島　國孝 議員
『相続土地国庫帰属制度について』

尾形　武史 議員
『認知症に対する市の
取り組みについて』

千北　政利 議員
『天山多久温泉TAQUAについて』

『公立佐賀中央病院の
土地開発について』

彌冨　博幸 議員
『多久市施行７０周年記念事業について』

『池田学氏の絵画について』

多久の

気になる

課題
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市
丸　
多
久
市
の
魅
力
の
情
報
発
信
の
現

状
に
つ
い
て
。

答
弁　
市
民
に
対
し
て
の
施
策
な
ど
の
情

報
に
つ
い
て
は
、
市
報
、
行
政
放
送
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ま
た
、
市
内
外

の
多
く
の
み
な
さ
ま
へ
の
周
知
が
必
要
な

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、Ｘ
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
な
ど
を
通
じ
て
情
報
発

信
、
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
丸　
定
住
と
い
う
観
点
で
の
情
報
発
信

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　
孔
子
の
里
・
文
教
の
ま
ち
多
久
と

い
う
こ
と
で
こ
れ
ま
で
幅
広
く
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
多
久
、
ア
ー
ト
の
ま
ち
多

久
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

市
丸　
財
政
的
な
支
援
は
。

答
弁　
多
久
市
ふ
る
さ
と
振
興
助
成
金

で
、
地
域
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

市
丸　
多
久
市
ふ
る
さ
と
振
興
助
成
金
と
は
。

答
弁　
人
材
育
成
、
伝
承
芸
能
、
伝
統
行

事
、
地
場
物
産
ま
た
は
観
光
物
産
開
発
、

地
域
づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
費
用
に
対
し
て
、
一
定
補

助
す
る
制
度
で
す
。

市
丸　
小
さ
な
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
活

用
で
き
る
か
。

答
弁　
イ
ベ
ン
ト
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
要
件
が
合
え
ば
補
助
が
で
き
ま
す
。

市
丸　
中
間
支
援
組
織
を
設
置
し
て
み
て
は
。

答
弁　
今
後
は
そ
う
い
う
団
体
の
認
定
な

ど
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

市 丸 勝 義 議 員

多
久
市
の
情
報
発
信

に
つ
い
て

一般質問
田
渕　
多
久
市
の
農
地
集
約
率
は
。

答
弁　
農
地
面
積
１
，３
８
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
う
ち
６
４
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
地
域
の

担
い
手
に
集
積
さ
れ
、
そ
の
率
は
４６
・

６
％
で
す
。

田
渕　
農
地
の
貸
し
手
と
担
い
手
の
現
状

は
。

答
弁　
農
地
の
貸
し
手
と
担
い
手
の
現
状

は
、
貸
し
手
が
１
，０
８
２
人
、
借
り
手

が
２
９
７
人
で
す
。貸
し
手
は
、高
齢
者
・

後
継
者
の
不
足
・
相
続
に
よ
る
不
在
地
主

の
増
加
に
よ
り
、貸
し
手
は
増
加
傾
向
で
、

担
い
手
不
足
の
実
態
が
顕
著
で
す
。
農
地

の
維
持
・
管
理
に
は
地
域
の
協
力
が
不
可

欠
と
思
わ
れ
ま
す
。

田
渕　
市
内
に
お
け
る
農
業
生
産
法
人
の

現
状
は
。

答
弁　
令
和
５
年
１１
月
末
現
在
８
法
人

で
、
内
訳
は
米
作
、
施
設
野
菜
な
ど
６
法

人
・
養
鶏
１
・
畜
産
１
の
８
法
人
で
す
。

今
後
規
模
拡
大
、
新
規
作
物
へ
の
取
り
組

み
を
検
討
さ
れ
て
い
る
法
人
も
あ
り
、
市

と
し
て
も
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

田
渕　
紛
争
に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
は
。

答
弁　
物
価
高
騰
で
、
こ
の
状
態
が
長
引

け
ば
、
農
業
を
や
め
る
人
・
倒
産
せ
ざ
る

得
な
く
な
る
法
人
な
ど
も
出
て
く
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
農
家
事
業
継
続
支
援

事
業
な
ど
、支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

田
渕　
今
後
の
対
策
と
課
題
は
。

答
弁　
地
域
力
、
収
量
や
品
質
の
向
上
、

そ
し
て
多
角
化
に
よ
る
所
得
の
向
上
を
は

か
り
儲
か
る
農
業
の
確
立
が
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
農
家
・
関
係

機
関
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や

現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
、
有
効
な
対
策
を

検
討
し
努
め
て
い
き
ま
す
。

田 渕 　 厚 議 員

農
業
の
現
状
と

課
題
解
決
策
は
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一般質問
小
川　
農
地
管
理
が
困
難
な
中
、
有
害
鳥

獣
被
害
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁　
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
今
後
も
猟
友

会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に

取
り
、
連
携
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生

命
、
財
産
に
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

小
川　
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
後
の
処
理
に
つ
い
て
。

答
弁　
猟
友
会
の
人
へ
の
捕
獲
後
の
処
理

方
法
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
大
多
数
の

人
が
保
冷
施
設
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
高
額
な
建

設
費
用
、
施
設
用
地
の
確
保
、
施
設
の
維

持
管
理
、
運
営
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
今

後
も
他
市
町
の
処
理
施
設
の
状
況
や
広
域

処
理
も
視
野
に
入
れ
、
引
き
続
き
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

老
朽
化
し
た
街
路
灯
や
交
通
標
識
な
ど
に
つ
い
て

小
川　
多
久
市
に
お
け
る
街
路
灯
や
標
識

な
ど
の
現
状
に
つ
い
て
。

答
弁　
街
路
灯
に
は
、
道
路
利
用
者
の
安

全
確
保
の
た
め
に
道
路
管
理
者
が
設
置
し

て
い
る
道
路
照
明
灯
、
防
犯
を
目
的
に
市

や
各
行
政
区
が
設
置
し
て
い
る
防
犯
灯
、

商
工
会
や
事
業
所
が
主
に
商
店
街
や
駅
前

の
通
り
を
明
る
く
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

て
い
る
街
路
灯
が
あ
り
ま
す
。

　
管
理
に
つ
い
て
は
設
置
者
の
責
任
に
よ

り
管
理
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
市
で

設
置
し
て
い
る
街
路
灯
に
つ
い
て
は
適
切

な
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
標
識

は
主
に
行
政
機
関
な
ど
で
設
置
し
今
後
も

引
き
続
き
市
民
の
み
な
さ
ま
の
安
全
や
道

路
利
用
者
の
事
故
防
止
に
向
け
て
関
係
機

関
と
協
力
を
し
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

坂
口　
多
久
市
の
人
口
は
１０
月
に
１
万

８
，０
０
０
人
を
切
り
ま
し
た
。
多
久
市

に
お
け
る
現
在
の
定
住
施
策
は
。

答
弁　
多
久
市
定
住
奨
励
金
制
度
と
し
て

①
子
育
て
・
若
者
世
帯
定
住
奨
励
金
②
親

元
同
居
増
改
築
補
助
金
③
空
き
家
バ
ン
ク

利
活
用
補
助
金
④
移
住
子
育
て
世
帯
家
賃

補
助
金
⑤
新
婚
世
帯
家
賃
補
助
金
⑥
事
業

者
を
支
援
す
る
宅
地
造
成
支
援
補
助
金
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、令
和
４
年
度
よ
り
国
、

県
と
連
携
し
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助

金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

坂
口　
若
い
世
代
に
魅
力
の
あ
る
施
策
と

し
て
奨
学
金
返
済
へ
の
補
助
の
考
え
は
。

答
弁　
令
和
７
年
度
に
新
し
い
定
住
制
度

を
考
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
に
多
久
市

官
民
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
な
ど

で
、よ
り
よ
い
制
度
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

多
久
市
窓
口
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

坂
口　
書
か
な
い
窓
口
を
実
施
さ
れ
る
自

治
体
が
増
え
る
中
、
多
久
市
と
し
て
の
方

向
性
は
。

答
弁　
来
年
度
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を

進
め
実
現
し
た
い
。

坂
口　
コ
ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明
書
の
発

行
の
考
え
は
。

答
弁　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
観
点
か
ら
も
、
来
年

度
の
実
施
に
向
け
て
現
在
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

坂
口　
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
移
動
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
は
。

答
弁　
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
市
町

サ
ー
ビ
ス
事
業
で
佐
賀
中
部
広
域
連
合
の

受
託
収
入
を
財
源
と
し
①
通
院
な
ど
の
場

合
に
送
迎
前
後
の
付
き
添
い
と
送
迎
の
支

援
②
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
や
通
い
の
場
へ
の

送
迎
支
援
③
通
い
の
場
な
ど
へ
の
送
迎
支

援
＋
買
物
付
き
添
い
支
援
が
あ
り
ま
す
。

多
久
市
と
し
て
も
ぜ
ひ
予
算
を
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小 川 三 郎 議 員

坂 口 絹 代 議 員

有
害
鳥
獣
の
現
状
に
つ
い
て

多
久
市
定
住
施
策
に
つ
い
て
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一般質問
中
島　
制
度
概
要
は
。

答
弁　
こ
の
制
度
は
、「
所
有
者
不
明
土

地
」
の
発
生
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
に

相
続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
っ
て
土
地
の
所
有

権
を
取
得
し
た
相
続
人
が
、
条
件
次
第
で

土
地
を
手
放
し
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
制
度
で
す
。

中
島　
申
請
の
流
れ
は
。

答
弁　
地
方
法
務
局
で
手
数
料
（
一
筆
あ

た
り
１
万
４
千
円
）
を
支
払
い
承
認
申
請

を
行
い
ま
す
。
申
請
後
法
務
局
に
よ
る
要

件
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
れ
ば
負
担

金
（
面
積
に
か
か
わ
ら
ず
２０
万
円
）
を
納

付
す
る
こ
と
で
国
庫
帰
属
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
山
林
な
ど
は
面
積
他
条
件
に
応
じ

た
算
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
島　
土
地
の
要
件
は
。

答
弁　
申
請
の
段
階
で
直
ち
に
却
下
と
な

る
要
件
と
審
査
の
段
階
で
不
承
認
と
な
る

要
件
が
法
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
該
当

す
る
土
地
は
国
庫
帰
属
で
き
ま
せ
ん
。

中
島　
来
年
度
か
ら
始
ま
る
相
続
登
記
義

務
化
の
説
明
を
。

答
弁　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
「
相
続

登
記
の
義
務
化
」
が
実
施
さ
れ
、
相
続
で

不
動
産
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内

に
正
当
な
理
由
が
な
く
登
記
・
名
義
変
更

手
続
き
を
し
な
い
と
１０
万
円
以
下
の
過
料

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
登
記
名
義
人

が
住
所
変
更
し
た
場
合
の
不
動
産
登
記
も

義
務
化
さ
れ
、
２
年
以
内
に
正
当
な
理
由

が
な
く
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
５
万
円
以

下
の
過
料
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

中
島　
国
庫
帰
属
土
地
が
増
え
た
場
合
の

問
題
点
は
。

答
弁　
良
い
点
と
し
て
、
望
ま
な
い
土
地

の
取
得
に
よ
る
負
担
軽
減
や
管
理
不
全
の

土
地
が
減
り
ま
す
。
問
題
点
と
し
て
、
固

定
資
産
税
の
税
収
減
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
島　
市
長
の
考
え
は
。

答
弁　
管
理
不
全
の
空
き
家
や
空
き
地
の

相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
で
所

有
者
不
明
土
地
の
発
生
を
抑
制
す
る
有
効

な
手
段
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

中 島 國 孝 議 員

相
続
土
地

国
庫
帰
属
制
度
に
つ
い
て

尾
形　
認
知
症
高
齢
者
の
現
状
把
握
は
。

答
弁　
令
和
４
年
度
７５
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
加
入
者
３
，４
３
４
人
の

う
ち
５
２
３
人
（
約
１５
・
２
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

尾
形　
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
に
は
予
防

と
共
生
の
両
輪
と
し
て
施
策
推
進
と
あ
る

が
現
状
は
。

答
弁　
予
防
と
し
て
は
生
活
習
慣
病
の
重

症
化
か
ら
の
認
知
症
に
な
り
や
す
い
事
実

を
根
拠
に
治
療
の
継
続
お
よ
び
健
診
受
診

を
勧
め
て
い
ま
す
。
共
生
と
し
て
は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ど
を
通
し
て
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

認
知
症
の
人
と
暮
ら
す
家
族
の
生
活
支
援

ニ
ー
ズ
と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
と

し
た
支
援
者
を
繋
ぐ
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の

設
置
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

尾
形　
市
民
に
対
す
る
啓
発
は
。

答
弁　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

は
じ
め
認
知
症
カ
フ
ェ
に
て
、
多
久
市
の

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
配
布
、
さ
ら
に
市
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周
知
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
講
座
に
関
し
て
は
市
内

義
務
教
育
３
校
で
前
後
期
課
程
向
け
講
座

や
地
域
企
業
、
住
民
向
け
な
ど
多
岐
に

行
っ
て
い
ま
す
。

尾
形　
認
知
症
の
見
守
り
支
援
は
。

答
弁　
地
域
や
関
係
機
関
で
の
見
守
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
徘
徊
な
ど
の

お
そ
れ
が
あ
る
認
知
症
高
齢
者
の
人
に
は

チ
ャ
ッ
ト
方
式
で
位
置
情
報
が
確
認
で
き

る
見
守
り
支
援
シ
ー
ル
交
付
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

尾 形 武 史 議 員

認
知
症
に
対
す
る

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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千
北　
正
確
な
引
き
渡
し
日
は
。

答
弁　
使
用
貸
借
物
件
引
渡
確
認
書
に
よ

り
令
和
９
年
９
月
３０
日
ま
で
が
契
約
の
期

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

千
北　
タ
ク
ア
の
営
業
実
績
な
ど
、
多
久

市
へ
の
報
告
は
。

答
弁　
毎
月
の
利
用
状
況
や
決
算
資
料
に

つ
い
て
も
定
期
的
に
提
出
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

千
北　
コ
ロ
ナ
禍
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

状
況
は
。

答
弁　
市
内
４
か
所
あ
る
ゴ
ル
フ
場
で

は
、令
和
５
年
１
月
か
ら
１１
月
ま
で
に
３
，

７
６
２
人
、
タ
ク
ア
の
宿
泊
に
つ
い
て
は

４
月
か
ら
１１
月
末
ま
で
に
７
２
９
人
の
外

国
人
の
お
客
様
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

千
北　
経
営
に
お
け
る
市
と
し
て
の
助
成

は
。

答
弁　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
に
よ
る
事

業
者
向
け
の
多
久
市
独
自
策
は
行
っ
て
い

ま
す
が
、
運
営
に
関
す
る
経
費
な
ど
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

千
北　
１０
年
経
過
時
点
の
契
約
の
更
新
、

新
規
で
の
更
新
契
約
、売
却
な
ど
将
来
は
。

答
弁　
タ
ク
ア
と
の
契
約
更
新
に
関
す
る

協
議
を
早
い
段
階
で
、
市
と
し
て
の
方
針

な
ど
を
踏
ま
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

よ
り
よ
い
方
向
性
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

公
立
佐
賀
中
央
病
院
の
土
地
開
発
に
つ
い
て

千
北　
か
ん
が
い
用
水
の
確
保
な
ど
、
問

題
が
出
て
き
た
時
の
対
応
は
。

答
弁　
基
本
的
に
は
多
久
小
城
医
療
組
合

で
対
応
し
ま
す
が
、
で
き
な
い
場
合
に
つ

き
ま
し
て
は
多
久
市
、
ま
た
、
小
城
市
で

協
議
を
し
、
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 千 北 政 利 議 員

天
山
多
久
温
泉
タ
ク
ア

に
つ
い
て

一般質問

彌
冨　
市
政
７０
周
年

記
念
事
業
は
市
民
が

誇
れ
る
・
市
と
し
て

品
格
の
あ
る
式
典
内

容
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
弁　
今
日
ま
で
多
久
市
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
人
に
敬
意
と
感
謝
を
表
し
、
未
来

志
向
の
式
典
事
業
に
し
ま
す
。

記
念
式
典
・
冠
記
念
事
業
・
特
別
事
業
お

よ
び
市
民
の
参
加
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

彌
冨　
式
典
行
事
へ
の
提
案

　
①�

市
内
中
学
校
・
高
校
吹
奏
学
部
・
消

防
楽
隊

　
②
多
久
の
近
現
代
歴
史
展

　
③
多
久
市
の
未
来
へ
の
講
話

　
④�

子
ど
も
た
ち
の
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
な
ど

答
弁　
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

池
田
学
氏
の
絵
画
の
購
入
に
つ
い
て

彌
冨　
絵
画
購
入
は
以
前
か
ら
総
合
計
画

に
あ
っ
た
の
か
。
購
入
後
も
市
民
か
ら
は

賛
否
両
論
が
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
市

民
生
活
が
大
変
な
時
に
、
子
育
て
支
援
な

ど
に
活
用
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

答
弁　
以
前
よ
り
池
田
氏
の
絵
画
を
本
市

が
持
つ
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い

て
、
同
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
よ
り
提
案
さ

れ
市
で
も
絵
画
を
持
つ
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

彌
冨　
保
管
管
理
は
１
０
０
年
～
５
０
０

年
間
と
維
持
可
能
か
。

答
弁　
温
度
・
湿
度
の
徹
底
管
理
を
し
て

お
り
・
紙
の
材
質
・
イ
ン
ク
も
特
殊
で
長

期
保
存
が
可
能
で
す
。

彌
冨　
常
設
場
所
は
。

答
弁　
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
で
す
。
一
部

は
カ
ナ
ダ
な
ど
個
展
貸
与
で
す
。

彌
冨　
市
の
財
産
と
し
て
購
入
し
た
の
で

あ
れ
ば
池
田
学
賞
な
ど
の
文
化
事
業
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
世
界
的
に
評
価
も
高
い
、
多
久
市

出
身
の
画
家
で
す
。
本
人
の
意
見
や
状
況
も

慎
重
に
見
守
り
、
貴
重
な
提
起
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
進
展
・
展
開
に
向
け
て
市
と

し
て
し
っ
か
り
考
え
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 彌 冨 博 幸 議 員

多
久
市
市
政
施
行
７０
周
年

記
念
事
業
と
は
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昨
年
１０
月
２４
日
、
２５
日
の
２
日
間
、
和
歌
山
県
紀
の
川
市
、
奈
良
県
広
陵

町
を
総
務
文
教
委
員
８
人
と
行
政
職
員
１
人
、
事
務
局
職
員
１
人
の
１０
人
で

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
今
年
度
よ
り
市
政
に
対
す
る
課
題
と
し
て
「
定
住
対
策
に

つ
い
て
」
と
「
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
」
を
所
管
事
務
調
査
と
し
て
継
続

審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
「
定
住
対
策
に
つ
い
て
」
で
す
が
、
現
在
多
久
市
の
人
口
は
１
万
８

千
人
を
切
る
状
況
に
あ
り
、
特
に
老
齢
人
口
の
割
合
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

若
年
層
・
子
育
て
世
代
の
転
出
超
過
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
も
定

住
対
策
と
し
て
の
助
成
制
度
や
移
住
支
援
金
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
な
ど
人

口
減
少
克
服
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
は
多
く
の
自
治
体
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
よ
り
効
果

的
な
移
住
促
進
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
委
員
会
で
は
、
和
歌
山
県
紀
の
川
市
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
若

者
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
事
業
」
と
「
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」
に
つ
い

て
今
後
の
取
り
組
み
の
参
考
に
す
べ
く
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
紀
の
川
市
で
は
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
行
政
実
務
研
修
を
取
り
入
れ
て
お

り
、
政
策
立
案
に
お
い
て
も
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
若

者
定
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
事
業
」も
、社
会
動
態
の
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
、

０
歳
か
ら
１４
歳
ま
で
の
年
少
人
口
と
３０
歳
代
か
ら
４０
歳
代
で
転
入
超
過
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
住
宅
取
得
奨
励

金
制
度
を
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

令和 ５ 年度 総務文教委員会視察報告
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同
じ
く
「
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」
も
、
長
引
く
景
気
低

迷
に
よ
り
、
奨
学
金
を
受
給
す
る
学
生
が
増
え
て
お
り
、
奨

学
金
返
還
が
生
活
設
計
へ
の
経
済
的
・
心
理
的
負
担
と
な
っ

て
い
る
と
デ
ー
タ
か
ら
分
析
し
、
奨
学
金
の
返
還
を
市
が
支

援
す
る
こ
と
で
若
年
層
の
月
々
の
負
担
を
軽
減
し
、「
結
婚
」、

「
出
産
」、「
持
家
取
得
」
な
ど
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
し
た
も

の
で
す
。
実
際
に
奨
学
金
の
返
済
を
負
担
に
感
じ
て
い
る
声

が
多
く
、
市
内
に
居
住
す
る
一
つ
の
要
因
に
も
つ
な
が
っ
て

お
り
、
令
和
４
年
度
に
は
全
体
の
転
入
が
転
出
を
上
回
る
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、絶
え
ず
現
状
の
分
析
を
行
い
、デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
強
み
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
効
果
的
な
施

策
を
行
う
か
が
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
行
政
側
の
政
策
形
成

の
プ
ロ
セ
ス
と
議
会
で
も
こ
う
し
た
分
析
と
評
価
を
繰
り
返

し
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
に
「
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
」
で
す
が
、
公
共
交
通

を
取
り
巻
く
状
況
は
、
人
口
減
少
・
少
子
化
の
進
展
や
、
路

線
バ
ス
運
転
者
不
足
の
深
刻
化
な
ど
、
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
確
保
が
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
他
に
も
高
齢
化

に
伴
う
運
転
免
許
返
納
が
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
地
域
の
暮

ら
し
と
移
動
手
段
を
確
保
す
る
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ま
で
自
家
用
有
償
バ
ス
や
予

約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
日
常
生
活
の
移
動
手
段
と
し
て
運
行

し
て
き
ま
し
た
が
、
収
入
に
対
し
て
運
行
経
費
が
増
加
の
傾

向
に
あ
り
行
政
へ
の
負
担
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
民

間
の
路
線
バ
ス
や
鉄
道
に
つ
い
て
は
利
用
者
が
少
な
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確
保
へ
の
対
応
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
令
和
７
年
度
に
は
市
立
病
院
が

統
合
に
よ
り
移
転
す
る
た
め
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
も
確
保
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
公
共
交
通
の
問

題
点
や
課
題
に
対
し
て
今
後
の
取
り
組
み
の
参
考
に
す
べ

く
、広
陵
町
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
広
陵
町
は
、
元
々
自
家
用
車
の
保
有
率
が
高
く
公
共
交
通

が
利
用
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
運
転
が
で
き
な

い
高
齢
者
か
ら
は
、目
的
地
ま
で
最
短
時
間
で
移
動
が
で
き
、

希
望
す
る
時
間
に
利
用
で
き
る
デ
マ
ン
ド
交
通
利
用
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
内
の
移
動
を
Ａ
Ｉ

に
よ
る
予
約
型
乗
合
バ
ス
へ
転
換
し
、
待
ち
時
間
や
乗
車
時

間
の
短
縮
を
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
多
久
市
と
の
大
き
な
違

い
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
か
ら
予
約
が
で
き
、
直
前

ま
で
予
約
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
他
に
も
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ
決
済
な
ど
多
様
な
支
払
い
方
法
に
も

対
応
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
導
入
に
よ
る
効
果
と
し
て

は
、
見
直
し
前
と
比
べ
て
１
２
７
％
利
用
者
増
を
達
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
広
陵
町
の
面
積
は
多
久
市
の
面
積
の
６

分
の
１
程
度
し
か
な
く
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
導
入
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
公
共
交
通
の
再
編
に
あ

た
っ
て
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
経
路
構
築
・
乗
合
の
予
約
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
運
賃
の
決
済
方
法
な
ど
新
し
い
技
術
の
導
入
も

併
せ
て
検
討
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
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商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
事
業
と
し
て
、
店
舗
物
件

の
貸
借
の
間
に
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
入
る
こ
と
で
、

ト
ラ
ブ
ル
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ

り
２６
店
舗
が
新
た
に
開
店
さ
れ
活
性
化
が
進
み
始
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
商
店
街
で
は
、
外
部
か
ら
の
出
店
者

に
商
店
街
の
広
場
を
貸
し
出
し
、「
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
」

な
ど
を
並
べ
た
「
千
客
万
来
招
き
猫
マ
ル
シ
ェ
」
を

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
は
、「
ナ
イ
ト
マ
ル
シ
ェ
」

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
マ
ル
シ
ェ
」「
ア
ー
ト
メ
イ
ク
」「
子
ど

も
商
店
街
」
な
ど
な
ど
、
月
２
回
継
続
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。特
に
、「
子
ど
も
商
店
街
」で
は
通
貨
を「
円
」

で
は
な
く
、
瀬
戸
焼
の
専
用
通
貨
「
ニ
ャ
ン
」
を
利

用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
、
マ
ル
シ
ェ
ブ
ー
ス
で
実
際

に
営
業
し
、
銀
行
員
や
警
察
官
な
ど
の
仕
事
を
疑
似

体
験
す
る
内
容
で
、
子
ど
も
と
楽
し
む
家
族
連
れ
が

増
え
、活
性
化
が
加
速
し
て
い
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
昨
年
１０
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、
愛
知

県
瀬
戸
市
、
滋
賀
県
湖
南
市
、
奈
良
県
橿
原
市
に
お

い
て
、
産
業
厚
生
委
員
会
委
員
７
人
、
行
政
職
員
１

人
、
事
務
局
職
員
１
人
の
９
人
で
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、「
商
店
街
の
活
性
化
」
と
「
障

害
者
福
祉
・
発
達
支
援
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
愛
知
県
瀬
戸
市
で
、
商
店
街
の
活
性
化

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。
街
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
商
店
街
再
生
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
瀬
戸
市
で

は
、
陶
磁
器
瀬
戸
焼
の
生
産
地
と
し
て
「
せ
と
も
の

文
化
の
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
こ
と
」や「
魅

力
的
な
商
店
環
境
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
」
な
ど
を

目
的
に
、
商
工
会
議
所
や
地
元
商
店
街
の
組
合
員
、

瀬
戸
市
も
一
部
出
資
し
て
、
平
成
１１
年
に
「
瀬
戸
ま

ち
づ
く
り
会
社
」
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
瀬
戸
ま
ち

づ
く
り
会
社
は
、商
業
施
設
、公
共
施
設
が
入
る「
パ

ル
テ
ィ
せ
と
」
の
一
部
指
定
管
理
業
務
や
商
業
振
興

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
更
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
み
で
は
、

　
今
回
の
視
察
で
は
、
多
久
市
も
そ
う
で
す
が
、
空

き
店
舗
問
題
が
課
題
と
し
て
あ
る
な
か
で
、商
店
街
、

ま
ち
づ
く
り
会
社
、
行
政
が
協
力
し
て
活
性
化
に
つ

な
が
る
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

行
政
だ
け
で
は
で
き
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
視
察
で
き

ま
し
た
。

　
多
久
市
で
も
、
一
般
社
団
法
人
た
く
２１
が
あ
り
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
商
店
街
に
新
た
な
客
層
を
呼
び
込
む
仕
掛
け

づ
く
り
、
話
題
づ
く
り
を
、
市
民
を
巻
き
込
ん
で
作

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
商
店
街
の
活
性
化
に
は
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
に
、
滋
賀
県
湖
南
市
で
、
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
湖
南
市
の
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
に
は
、
全
国
４０
都

道
府
県
や
国
外
か
ら
も
視
察
に
来
ら
れ
る
な
ど
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
１１
年
に
、
住
民
か
ら
支
援
を

願
う
署
名
が
提
出
さ
れ
、
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開

始
、
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
所
、
発
達
支
援
Ｉ
Ｔ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開
設
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
湖
南
市
の
発
達
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
障
害
者
お
よ

び
発
達
に
支
援
が
必
要
な
人
に
対
し
、
乳
幼
児
期
か

ら
学
齢
期
・
就
労
期
ま
で
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
・

教
育
・
就
労
の
関
係
機
関
の
横
の
連
携
に
よ
る
支
援

と
、
個
別
の
指
導
計
画
に
よ
る
縦
の
連
携
に
よ
る
支

援
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
今
」
の
時
点
で
の
安
心
と
支
援
の
充
実
、

「
将
来
」
を
見
据
え
た
支
援
の
た
め
、
発
達
支
援
室

が
継
続
し
て
支
援
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

発
達
支
援
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
個
別
の
指
導
計
画

を
蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
指
導
記
録
や
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瀬戸市　末広町の商店街

瀬
戸
市
の
「
千
客
万
来
招
き
猫
マ
ル
シ
ェ
」
の
チ
ラ
シ



状
況
を
関
係
間
で
共
通
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
０
歳
児
か
ら
就
業
後
ま
で
を
見
越
し
て
行
わ
れ
る
継
続
し

た
支
援
は
、市
民
を
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、多
久
と
し
て
も
習
う
所
で
あ
る
と
感
じ
、

検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
奈
良
県
橿
原
市
の
子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
早
期
発
見
と
早
期
対
応

の
取
り
組
み
で
、
発
達
障
害
な
ど
を
有
す
る
子
ど
も
お
よ
び

そ
の
家
族
に
対
し
、
乳
幼
児
期
か
ら
就
学
期
に
一
貫
し
た
教

育
的
・
福
祉
的
・
医
学
的
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
発
達
相
談
、
教
育
相
談
の
ほ
か
幼
児
療
育

教
室
や
児
童
発
達
支
援
事
業
所
が
展
開
さ
れ
、
総
合
的
な
視

点
か
ら
、
教
育
・
リ
ハ
ビ
リ
・
相
談
・
研
修
を
行
う
施
設
と

な
っ
て
お
り
、
教
員
・
看
護
師
・
臨
床
心
理
士
・
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士

の
８
分
野
の
専
門
職
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
幼
児
療

育
教
室
で
は
、
遊
び
を
通
し
て
療
育
が
行
わ
れ
、
児
童
発
達

支
援
事
業
所
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
状
態
に
添
う
療
育
が

細
や
か
な
支
援
体
制
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
自
治
体
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
福
祉
関
係
の
部

署
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
橿
原
市
で
は
教
育
委
員
会
の
中

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
福
祉
と
教
育
の
連
携
を
図
る
こ

と
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
湖
南
市
・
橿
原
市
の
発
達
支
援
の
視
察
で

は
、発
達
支
援
の
た
め
の
療
育
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
、

両
市
と
も
待
機
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
多
久
市

に
お
い
て
待
機
者
増
加
傾
向
の
現
状
を
改
善
す
る
に
は
、
更

に
専
門
的
な
人
材
や
予
算
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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論語大学③

　かつて、私たちの郷土・多久は先人たちの努力により佐賀藩内はもちろん諸藩に先駆けて邑校・東原庠舎、そして
聖廟を建立。この地に「文教の里」を作り上げた。今一度、私たちは先人たちの血のにじむような努力を思い起こし、
その実行に努めるべきではないでしょうか。その願いを込め、元学校長　故・不二見達朗氏が30数年前に多久市報に
連載寄稿した論語解説を復刻するものです。

論語大学
について

「
あ
や
ま
ち
だ
ら
け
の
人
生　

謝
っ
て
い
こ
う
」

編 集 後 記
　昨年 ４月の多久市議選で ７人の新人議員が誕生しました。この「議会だより」は ７人の新人
の内 ６ 人の広報委員会で制作しています。この ６ 人の新人議員による、「議会だより」は今回
で ３号目の発行になります。毎回制作に当たっては、より多くの市民のみなさまに多久市議会
のことをご理解いただくためには、どうしたらわかりやすい内容になるのか。「論語大学」を
スタートさせたり、挿絵を入れたり、紙面割を変えたり、スタッフ一同、四苦八苦しています
が、まだまだ納得のいく内容には至っていないと実感しています。そこで、年明けに全国の「議
会だより」の審査会で賞を獲得している北部九州の ２つの自治体の議会を視察して、参考にな
る点を積極的に取り入れ多久市議会だよりの紙面を刷新したいと考えています。来年の今頃は、
市民のみなさんから「多久市の議会だよりがわかりやすくなった」「議会だよりが面白い」のお
言葉がいただけるように。� （広）

　
「
過あ
や
ま

ち
て
は
、
す
な
わ
ち
、
改あ
ら
た

む
る
に
、

憚は
ば
か

る
こ
と
な
か
れ
。」
こ
の
句
は
論
語
の

中
で
、
学
而
篇
と
子
罕
篇
と
２
回
出
て
く

る
。

　
過
ち
は
聖
人
で
な
い
限
り
、
ど
ん
な
人

も
免
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
過

ち
と
認
め
た
ら
、
す
み
や
か
に
憚
ら
ず
に

（
お
そ
れ
避
け
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
に
）

改
め
な
さ
い
。
と
孔
子
様
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
。

　
過
ち
は
誰
だ
っ
て
す
る
。
こ
の
こ
と
は

一
応
、だ
れ
で
も
解
っ
て
い
る
。し
か
し
、

他
人
の
過
失
は
よ
く
わ
か
る
が
、
自
分
の

過
失
を
素
直
に
自
分
で
認
め
る
こ
と
は
難

し
い
。
認
め
る
こ
と
が
恐
ろ
し
い
か
ら
こ

れ
を
避
け
る
。
家
の
中
で
、
私
と
妻
が
喧

嘩
を
す
る
。
悪
く
て
過
ち
を

犯
し
た
の
は
常
に
妻
の
ほ
う

で
あ
り
、
私
は
常
に
正
し
い
。

「
私
が
悪
い
か
ら
喧
嘩
し
ま
し

た
…
」と
は
誰
も
言
わ
な
い
し
、

思
わ
な
い
。

　
人
間
は
中
々
し
ぶ
と
く
、
ど

ん
な
に
過
ち
を
犯
し
て
も
、
い

つ
の
間
に
か
、
そ
れ
を
正
当
化

す
る
特
技
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
。
そ
ん
な
特
技
を
生
か
し

な
が
ら
、
武
器
に
し
な
が
ら
生

き
て
い
る
。

　
名
声
や
名
誉
や
地
位
財
産
を
築
き
上
げ

て
、
う
ぬ
ぼ
れ
た
り
、
い
ば
っ
た
り
、
人

を
見
下
げ
た
り
、
逆
に
そ
れ
ら
が
な
く
て

人
を
恨
ん
だ
り
、
ひ
が
ん
だ
り
、
暴
れ
た

り
す
る
…
そ
ん
な
自
分
の
人
生
が
ど
ん
な

に
空
し
い
も
の
か
。目
を
閉
じ
る
と
き「
嗚

呼
、
わ
が
人
生
は
あ
や
ま
ち
だ
っ
た
」
と

気
づ
い
た
時
は
も
う
遅
い
。

　
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
私
た
ち
は
過
失
だ

ら
け
の
人
生
を
、
過
失
と
認
め
る
こ
と
が

怖
い
た
め
に
直
視
す
る
こ
と
を
避
け
な
が

ら
歩
い
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。せ
め
て
、

過
ち
だ
ら
け
の
自
分
の
人
生
を
謝
っ
て
い

こ
う
。

　
頭
を
下
げ
な
が
ら
…
。

▲

孔
子
聖
蹟
図
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見
や
す
く
て
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

多久市議会だより 検 索


